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は
じ
め
に

　

三
木
露
風
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
か
ら
北
海
道
の
ト
ラ
ピ
ス
ト
修

道
院
で
文
学
概
論
な
ど
の
講
師
と
し
て
就
任
し
て
い
た
。
修
道
院
に
お
い
て

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
に
受
洗
し
た
以
降
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
詩
人
と
し
て

の
色
彩
を
濃
く
す
る
。
ま
た
、
露
風
の
旅
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な

る
様
相
を
呈
し
て
く
る
。
修
道
院
滞
在
中
の
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
四
月

に
行
わ
れ
た
樺
太
へ
の
講
演
旅
行
を
は
じ
め
、
教
会
等
に
招
聘
さ
れ
る
講
演
旅

行
が
旅
の
形
式
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

露
風
は
、
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
修
道
院
を
辞
し
て
上
京
し
た
後
、

教
区
長
に
依
頼
さ
れ
講
演
旅
行
を
し
て
い
る
。
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
五

月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
東
北
巡
講
の
旅
と
、
同
年
十
一
月
の
四
国
巡
講
の
旅

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
旅
に
関
し
て
は
、露
風
が
寄
稿
し
た
『
山
崎
新
聞
』
に
、

紀
行
文
「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
」（
一
九
二
八
年
・
昭
和
三
年
二
月
十
六
日

〜
一
九
二
九
年
・
昭
和
四
年
三
月
二
十
一
日
、
五
十
九
回
）、「
四
國
の
旅
と
自

然
と
」（
一
九
二
七
年
・
昭
和
二
年
七
月
一
日
〜
一
九
二
八
年
・
昭
和
三
年
一

月
十
六
日
、
三
十
一
回
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
紀
行
文
の
存
在
は
、
一
部
の
研
究
者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
地
方
紙
『
山
崎
新
聞
』（
兵
庫
県
）
が
公
的
機
関
な
ど
に
整
っ
た
形
で
所

蔵
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
実
体
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
度
、『
山
崎
新
聞
』
社
主
の
親
族
と
宍
粟
市
役
所
に
保
存
さ
れ
て
い
た

も
の
を
合
わ
せ
て
、
全
発
行
号
数
の
九
割
程
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

こ
で
「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
」
と
「
四
國
の
旅
と
自
然
と
」
の
紀
行
文
を
比

較
し
て
み
た
。
一
般
的
に
著
名
な
作
家
が
、
講
演
な
ど
で
地
方
を
訪
れ
る
と
新

聞
記
者
の
取
材
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
特
に
新
聞
社
や
記
者
と
の
関
わ
り
に
注

目
し
て
み
た
。
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
旅
に
お
い
て
も
地
方
の
記
者
た
ち
の
取

材
を
受
け
、
歓
迎
会
な
ど
で
親
交
を
深
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
「
四
國
の
旅
と

自
然
と
」
は
、
訪
問
地
の
新
聞
記
者
と
の
交
流
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
各
地
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
露
風
自
身
に
関
す
る
記
事
の
転
載
が
多
数
あ

り
、
露
風
の
文
学
観
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
」
に
お
い
て
露
風
自
身
が
紹
介
し
て
い
る

新
聞
記
者
と
の
交
流
と
、
四
国
四
県
の
新
聞
に
お
け
る
露
風
に
関
す
る
記
事
を

手
掛
か
り
に
、
地
方
紙
記
者
た
ち
の
見
た
露
風
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
。
旅
の
行
程
に
関
し
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
の
『
小
羊
』
に
掲
載
さ
れ
た

露
風
の
「
四
國
巡
講
記
」（
昭
和
三
年
五
月
）、雑
誌
『
聲
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
三

木
露
風
氏
四
國
教
區
講
演
行
脚
」（
昭
和
二
年
一
月
）
と
「
徳
島
に
於
け
る
三

木
露
風
氏
の
講
演
」（
昭
和
二
年
三
月
）
を
参
考
に
し
た
。

新
聞
記
者
た
ち
の
見
た
三
木
露
風
―
四
国
巡
講
の
旅
―

近
藤
健
史

〔
論
　
　
　
文
〕
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露
風
は
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
以
降
に
は
中
央
詩
壇
を
離
れ
、
作
品

集
を
出
版
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
年
を
も
っ
て
第
一
線
を
退
い
た
と

評
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ひ
た
す
ら
神
に
向
か
っ
て
高
ま
る
熱
情
を
も
っ
て
い

た
時
期
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
大
正
十
五
年
以
降
の
新
し
い
資
料
の
発

掘
も
あ
っ
て
、
紹
介
も
兼
ね
つ
つ
、
記
者
た
ち
と
の
交
流
を
取
り
あ
げ
、
そ
こ

に
見
え
て
く
る
露
風
の
姿
や
評
価
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
意
義
の
あ
る
こ
と

と
思
わ
れ
る
。

　

　
一
　
旅
の
行
程

　

一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
十
一
月
の
四
国
へ
の
旅
に
関
し
て
、
露
風
に
よ

る
と
「
四
國
の
教
區
長
ホ
セ
・
ア
ル
バ
レ
ス
霊
父
か
ら
其
國
に
於
け
る
宣
敎

を
援
助
す
る
為
に
、
私
は
招
聘
を
受
け
て
十
五
日
間
各
地
を
巡
講
し
た
」
と

あ（
注
１
）り
、
教
会
側
で
は
「
四
國
教
區
に
て
は
各
教
會
に
講
演
傳
道
を
な
す
た
め
カ

ト
リ
ッ
ク
詩
人
三
木
露
風
氏
に
懇
請
」
し
た
と
記
し
て
い（
注
２
）る
。

　

旅
の
行
程
は
、『
山
崎
新
聞
』
掲
載
の
紀
行
文
「
四
國
の
旅
と
自
然
と
」
に

は
日
付
の
記
載
が
少
い
こ
と
か
ら
明
確
で
は
な
い
。
そ
こ
で
特
に
徳
島
市
に
つ

い
て
は
「
徳
島
に
於
け
る
三
木
露
風
氏
の
講
演
」
に
よ
っ（
注
３
）た

。
ま
た
、
各
地
の

新
聞
記
事
を
参
考
し
た
。
そ
の
四
国
四
県
に
お
け
る
露
風
の
足
取
り
を
整
理
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　　
（
一
九
二
六
年
・
大
正
十
五
年
・
露
風
三
十
八
歳
）

　

十
一
月
四
日　
　

午
後
五
時
半
、
東
京
を
出
発
。

　

十
一
月
五
日　
　

 

朝
八
時
、
神
戸
着
。
兵
庫
港
か
ら
小
松
島
着
。
徳
島
県
徳

島
市
に
到
着
。教
区
長
に
面
会
、聖
堂
で
念
願
の
三
木
ポ
ー

ロ
聖
人
像
を
見
る
。
平
龜
樓
旅
館
に
宿
泊
。

　

十
一
月
六
日　
　

 

鳴
門
を
見
学
。
午
後
七
時
よ
り
徳
島
公
園
内
の「
千
秋
閣
」

で「
文
藝
の
鑑
賞
に
就
い
て
」と
題
し
て
講
演（
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
青
年
会
主
催
、
徳
島
日
日
新
聞
社
後
援
）。

　

十
一
月
七
日　
　

 

午
後
二
時
よ
り
同
市
新
町
小
学
校
に
て
「
修
道
院
に
就
い

て
」
と
題
し
て
講
演
。
午
後
七
時
よ
り
「
自
由
亭
」
で
歓

迎
会
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
青
年
会
主
催
）。

　

十
一
月
八
日　
　

 

香
川
県
高
松
市
に
到
着
。
天
主
公
教
会
で
モ
デ
ス
ト
霊
父

に
面
会
。
辻
梅
旅
館
に
宿
泊
。

　

十
一
月
九
日　
　

 

屋
島
と
栗
林
公
園
を
見
物
。
夜
六
時
か
ら
香
川
県
立
公
会

堂
で
講
演
。

　

十
一
月
十
日　
　

 

朝
に
高
松
市
を
出
発
し
、
愛
媛
県
今
治
市
に
到
着
。
天
主

公
教
会
訪
問
。
旅
館
錦
水
に
宿
泊
。

　

十
一
月
十
一
日　

 

午
後
二
時
よ
り
精
華
高
等
女
学
校
で
講
演
。
午
後
六
時
半

よ
り
今
治
市
公
会
堂
で
講
演
。

　

十
一
月
十
二
日　

 

愛
媛
県
松
山
市
に
到
着
。
末
廣
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。
午
後
三

時
よ
り
美
善
女
学
校
で
講
演
。

　

十
一
月
十
三
日　

 

城
山
、
道
後
等
を
見
学
。
午
後
六
時
半
よ
り
一
般
の
人
々

の
た
め
に
県
公
会
堂
（
元
郡
役
所
）
で
講
演
。

　

十
一
月
十
四
日　

 

祭
壇
祝
別
式
の
後
に
信
者
一
同
と
記
念
撮
影
。
愛
媛
県
宇

和
島
市
に
到
着
。
蔦
屋
旅
館
に
宿
泊
。

　

十
一
月
十
五
日　

 

昼
食
後
、
天
主
教
会
の
イ
シ
ド
ロ
ア
ダ
ネ
ス
霊
父
ら
と
共

に
天
赦
園
、
榊
森
神
苑
、
和
霊
神
社
等
を
観
覧
、
鶴
島
神

社
大
祭
と
通
水
式
祝
の
祭
り
を
見
学
。
第
一
小
学
校
で
開

会
の
教
育
者
関
係
の
講
演
会
を
公
開
し
て
、
一
般
講
演
と

し
て
午
後
三
時
よ
り
宇
和
島
中
学
校
で
「
宗
教
と
文
藝
」
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と
題
し
て
講
演
（
南
豫
時
事
新
聞
社
主
催
）。
午
後
七
時

よ
り
天
主
公
教
会
内
で
歓
迎
会
式
座
談
会
。

　

十
一
月
十
六
日　

 

午
前
六
時
五
十
分
発
宇
鉄
列
車
で
吉
野
生
を
経
て
、
自
動

車
で
高
知
県
高
知
市
に
到
着
。
天
主
公
敎
会
カ
ル
ボ
ー
霊

父
と
面
会
。
土
居
旅
館
に
宿
泊
。
夕
方
「
カ
フ
ェ
ー
・
ブ

ラ
ジ
ル
」
で
歓
迎
会
（
高
知
公
教
青
年
会
主
催
）。

　

十
一
月
十
七
日　

夕
方
、
高
知
市
会
議
事
堂
で
講
演
。

　

十
一
月
十
八
日　

公
園
、市
内
を
見
物
。午
後
七
時
よ
り
市
会
議
事
堂
で
講
演
。

　

十
一
月
十
九
日　

 

午
前
七
時
出
発
、
陸
路
帰
途
に
つ
く
。
香
川
県
高
松
市
か

ら
岡
山
県
宇
野
港
へ
の
連
絡
船
に
乗
る
。

　

　
二
　
新
聞
記
者
と
の
交
流

　

新
聞
社
の
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
は
、「
自
ら
主
催
し
、
観
客
を
動
員
し
、

取
材
し
、
そ
し
て
批
評
す
る
。
関
連
記
事
は
い
く
ら
で
も
量
産
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
わ
れ
て
い（
注
４
）る

。

　

こ
の
四
国
巡
講
の
旅
に
お
い
て
は
、
徳
島
市
の
教
会
が
示
し
た
「
教
界
の
知

ら
せ
」
の
「
徳
島
に
於
け
る
三
木
露
風
氏
の
講
演
」
に
次
の
よ
う
に
あ
）
5

（
注

り
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
と
新
聞
社
が
講
演
を
主
催
す
る
な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
。「

是
よ
り
先
三
木
氏
四
國
に
來
ら
る
と
の
報
傳
は
る
や
熱
心
に
待
つ
人
が

多
か
つ
た
。
各
市
の
信
者
主
催
者
側
で
は
ビ
ラ
を
作
つ
た
り
、
貼
紙
し
た

り
し
て
出
來
る
だ
け
の
準
備
を
し
た
が
、
又
徳
島
日
々
新
聞
、
四
國
民
報
、

東
豫
日
報
、
伊
豫
新
報
、
南
豫
時
事
新
聞
、
高
知
新
聞
、
土
陽
新
聞
及
び

大
阪
朝
日
新
聞
と
大
阪
毎
日
新
聞
の
四
國
版
九
新
聞
が
、
或
は
訪
問
し
て

三
木
氏
の
談
話
を
掲
げ
、
或
は
講
演
速
記
を
か
ゝ
げ
、
或
は
寫
眞
筆
蹟
等

を
載
せ
た
の
で
、
宣
傳
に
都
合
が
よ
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
」

「
又
同
氏
の
談
話
筆
記
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
を
新
聞
で
知

つ
た
者
は
數
十
萬
人
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
」

　　

ま
た
、『
山
崎
新
聞
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
新
聞
記
者
と
の
交
流
を
見
る
と

宿
泊
先
、
名
所
見
学
、
講
演
会
な
ど
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
密
着
取
材
で
あ
る
。

そ
の
交
流
状
況
を
略
記
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

十
一
月
五
日　
　

 

徳
島
市
に
到
着
し
て
「
平
龜
樓
旅
館
」
に
宿
泊
。
宿
泊
先

に
『
徳
島
日
々
新
聞
』
の
記
者
坂
東
秋
岳
君
が
来
訪
す
る
。

談
話
の
間
に
、「
畫
の
賛
を
頼
ま
れ
て
詩
を
揮
毫
し
た
」

　　

十
一
月
六
日　
　

 

坂
東
君
と
自
動
車
で
阿
波
の
鳴
門
を
見
学
。『
徳
島
日
々

新
聞
』
に
寄
す
る
た
め
「
徳
島
の
印
象
」
と
題
す
る
文
を

坂
東
記
者
に
渡
す
。
宿
に
帰
り
、『
徳
島
日
々
新
聞
』
の

記
者
坂
東
君
や
矢
田
君
た
ち
の
外
三
四
人
の
来
訪
客
と
夕

刻
ま
で
語
つ
た
。
新
聞
で
筆
蹟
を
掲
げ
る
為
に
揮
毫
を
求

め
た
の
で
、
兵
庫
か
ら
阿
波
の
小
松
島
港
へ
來
る
航
路
で

沼
島
を
望
み
見
て
作
つ
た
歌
を
短
冊
に
書
い
て
渡
し
た
。

夜
の
講
演
の
後
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
記
者
な
ど
と
茶
を

飮
ん
で
話
を
す
る
。
そ
の
夜
の
講
演
に
つ
い
て
、
翌
日
の

『
徳
島
日
々
新
聞
』に
載
る
。（
そ
の
記
事
は
、『
山
崎
新
聞
』

「
四
國
の
旅
と
自
然
と〈
七
〉」昭
和
二
年
八
月
六
日
に
引
用
）
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十
一
月
七
日　
　

 『
徳
島
日
々
新
聞
』
の
記
者
坂
東
秋
岳
君
が
来
て
、
夕
刊

に
出
て
ゐ
る
私
の
短
冊
の
筆
蹟
に
就
い
て
特
別
に
三
段
抜

き
に
し
た
こ
と
や
夜
の
歓
迎
会
の
こ
と
を
伝
え
る
。
歓
迎

会
で
は
、
詩
歌
の
愛
好
者
や
『
徳
島
日
々
新
聞
』
記
者
の

坂
東
君
、
阿
波
地
方
の
民
謡
を
謡
う
矢
田
君
、
地
方
歌
壇

で
有
力
な
荒
尾
君
、
菊
池
寛
に
似
て
い
る
横
山
君
が
出
席

し
て
談
笑
し
た
。

　　

十
一
月
八
日　
　

 

朝
、
香
川
県
に
出
発
の
た
め
停
車
場
に
行
く
と
秋
岳
君
や

早
見
送
り
の
人
々
が
来
た
。

高
松
市
に
到
着
。
夜
に
な
つ
て
『
四
國
民
報
』
の
記
者
が

訪
問
し
て
来
て
、
新
聞
の
た
め
談
話
や
色
紙
を
出
し
て
筆

蹟
を
求
め
た
。
翌
日
の
高
松
市
の
新
聞
に
は
、
前
夜
の
訪

問
記
者
の
詩
的
な
文
体
を
持
っ
た
文
が
載
っ
た
。（
そ
の

記
事
は
、『
山
崎
新
聞
』「
四
國
の
旅
と
自
然
と
〈
十
一
〉」

昭
和
二
年
九
月
一
日
に
引
用
）

　　

十
一
月
九
日　
　

 

屋
島
を
見
学
の
後
、
四
國
民
報
社
の
依
頼
で
高
松
市
の
栗

林
公
園
で
写
真
を
撮
影
す
る
。

　　

十
一
月
十
日　
　

 

今
治
市
の
宿
泊
先
に
、『
東
豫
日
報
』
の
記
者
が
訪
ね
て

き
て
談
話
し
、
写
真
を
撮
る
。

　　

十
一
月
十
一
日　

 『
東
豫
日
報
』
に
前
日
の
取
材
し
た
記
事
と
写
真
が
掲
載

さ
れ
る
。（
そ
の
記
事
は
『
山
崎
新
聞
』「
四
國
の
旅
と
自

然
と
〈
十
四
〉」
昭
和
二
年
九
月
六
日
に
引
用
）

　　

十
一
月
十
二
日　

 

松
山
市
の
宿
泊
先
に
、
伊
豫
新
報
社
の
阿
部
黎
二
君
が
来

訪
し
て
詩
の
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
其
の
記
事
は
、
翌

日
の
新
聞
に
掲
げ
ら
れ
た
。（
そ
の
記
事
は
『
山
崎
新
聞
』

「
四
国
の
旅
と
自
然
と
〈
十
五
〉」
昭
和
二
年
九
月
二
十
一

日
に
引
用
）

　　

十
一
月
十
四
日　

 

自
動
車
で
宇
和
島
に
向
か
う
。『
伊
豫
新
報
』
は
、
松
山

市
に
滞
在
中
の
こ
と
を
記
事
に
す
る
。（
そ
の
記
事
は『
山

崎
新
聞
』「
四
國
の
旅
と
自
然
と
〈
十
九
〉」
昭
和
二
年
十

月
十
六
日
に
引
用
）
宇
和
島
市
に
着
い
て
、『
南
豫
時
事

新
聞
』
の
大
塚
蒼
児
を
紹
介
さ
れ
る
。
宿
で
は
、
同
新
聞

社
の
主
幹
井
上
雄
馬
君
と
語
り
合
う
。

　　

十
一
月
十
五
日　

 

昼
食
後
、
南
豫
時
事
新
聞
社
大
塚
記
者
の
案
内
で
伊
達
家

の
天
赦
園
や
祭
り
を
見
学
。
当
日
開
催
さ
れ
た
講
演
の
状

況
と
井
上
雄
馬
君
の
開
会
の
辞
が
、
後
日
『
南
豫
時
事
新

聞
』
に
掲
載
。（
そ
の
記
事
は
『
山
崎
新
聞
』「
四
国
の
旅

と
自
然
と
〈
二
十
〉」
昭
和
二
年
十
月
二
十
日
に
引
用
）

『
山
崎
新
聞
』
に
「
尚
、
同
新
聞
は
私
の
講
演
筆
記
を
三

日
間
掲
載
し
て
ゐ
た
が
茲
に
は
省
く
」と
あ
る
。
講
演
後
、

新
聞
記
者
や
土
地
の
有
志
た
ち
と
八
ッ
鹿
の
舞
を
観
る
。

二
回
目
の
講
演
（
南
豫
時
事
新
聞
社
主
催
）
を
終
え
、

宿
で
『
南
豫
時
事
新
聞
』
の
主
筆
西
山
鐵
三
郎
君
と
主
幹
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の
井
上
雄
馬
君
と
語
り
合
う
。
西
山
君
は
、
露
風
と
龍
野

中
学
で
同
窓
だ
っ
た
宇
和
島
商
業
学
校
の
橋
本
教
頭
の
談

話
が
、
新
聞
に
載
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。
ま
た
、
宇

和
島
市
滞
在
中
の
事
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
そ
の
記

事
は
『
山
崎
新
聞
』「
四
國
の
旅
と
自
然
と
〈
二
十
一
〉」

昭
和
二
年
十
月
二
十
六
日
に
引
用
）

　　

十
一
月
十
六
日　

 

高
知
市
に
向
か
う
汽
車
の
中
で
「
民
謡
宇
和
島
の
唄
」
を

推
敲
し
て
『
南
豫
時
事
新
聞
』
に
送
る
約
束
を
思
い
出
す
。

高
知
市
に
着
き
、
夜
七
時
か
ら
の
歓
迎
会
に
は
、『
高
知

新
聞
』
と
『
土
陽
新
聞
』
の
記
者
も
参
加
し
て
い
た
。

　　

十
一
月
十
七
日　

 

朝
、『
高
知
新
聞
』
と
『
土
陽
新
聞
』
が
、
部
屋
に
届
け

ら
れ
た
。
新
聞
社
よ
り
『
宇
和
島
時
事
新
聞
』
の
主
筆
か

ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
。『
土
陽

新
聞
』の
朝
刊
に
、高
知
市
で
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
た
。（
そ

の
記
事
は『
山
崎
新
聞
』「
四
國
の
旅
と
自
然
と〈
二
十
五
〉」

昭
和
二
年
十
一
月
二
十
一
日
に
引
用
）

　

ま
た
、
両
新
聞
に
講
演
会
を
両
新
聞
社
が
後
援
す
る
広

告
が
出
て
い
た
。
市
の
名
勝
を
見
物
の
あ
と
、『
宇
和
島

時
事
新
聞
』
の
主
筆
西
山
君
に
「
民
謡　

宇
和
島
の
唄
」

を
送
る
。（
こ
の
唄
は
『
山
崎
新
聞
』「
四
國
の
旅
と
自
然

と
〈
二
十
六
〉」
昭
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
に
掲
載
）

　

雨
中
に
市
街
を
見
物
、
土
陽
新
聞
社
の
門
側
に
当
夜
の

講
演
会
の
大
ビ
ラ
が
出
て
い
た
。
宿
に
帰
る
と
土
陽
新
聞

社
の
記
者
が
来
て
、
社
の
畫
帳
に
揮
毫
を
求
め
ら
れ
、
筆

山
を
詠
じ
た
新
作
の
民
謡
を
書
い
た
。

　　

十
一
月
十
八
日
・
十
九
日
は
、
新
聞
記
者
と
交
流
の
記
述
は
な
い
。
十
九
日
、

帰
途
に
就
く
。

　

　
三
　『
山
崎
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
露
風
に
関
す
る
新
聞
記
事

　
『
山
崎
新
聞
』
の
「
四
國
の
旅
と
自
然
と
」
に
は
、
四
国
の
各
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
露
風
に
関
す
る
記
事
が
露
風
自
身
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
描
か
れ

て
い
る
の
は
、
地
方
記
者
の
見
た
詩
人
三
木
露
風
で
あ
る
。
主
と
し
て
詩
人
と
し
て

の
露
風
と
露
風
が
語
る
文
芸
観
に
つ
い
て
で
あ
る
。次
は
、そ
の
記
事
の
一
部
で
あ
る
。

　 （
１
）
十
一
月
七
日
『
徳
島
日
々
新
聞
』、
徳
島
市
滞
在

「
私
の
そ
の
夜
の
講
演
に
つ
い
て
、
翌
日
の
徳
島
日
々
新
聞
は
、
私
の

寫
眞
と
會
塲
の
寫
眞
を
揭
げ
『
美
し
い
言
葉
で
高
貴
な
文
藝
の
鑑
賞
を

強
調
』
と
題
し
て
左
の
記
事
を
載
せ
た
。」

　

「
露
風
氏
は
『
文
藝
の
鑑
賞
に
就
い
て
』
と
題
し
思
考
的
な
美
し
い
言

葉
で
頗
る
克
明
に
高
貴
な
文
藝
の
鑑
賞
を
強
調
し
幽
遠
な
る
人
生
を
説

い
て
聽
衆
を
魅
了
し
た
」

（「
四
國
の
旅
と
自
然
と
〈
七
〉」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
二
年
八
月
六
日
）

　（
２
）
十
一
月
九
日
『
四
國
民
報
』、
高
松
市
滞
在

「
夜
に
な
っ
て
四
國
民
報
の
記
者
が
私
を
訪
問
し
て
來
た
。
慇
懃
に
記

者
は
私
に
新
聞
の
爲
談
話
を
求
め
、
又
、
色
紙
を
出
し
て
執
蹟
を
需
め
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た
の
で
あ
る
。
私
は
、
彼
の
希
望
に
應
じ
た
が
翌
日
の
高
松
市
の
新
聞

は
、
詩
的
な
文
体
を
持
つ
た
そ
の
夜
の
訪
問
者
の
文
を
載
せ
て
ゐ
た
」

　

「
暮
れ
惱
む
虔
ま
し
い
秋
の
季
節
の
幕
が
靜
ひ
つ
な
讃
岐
路
の
桐
一
葉

に
無
窮
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
ゐ
る
夜
空
を
罩
め
た
る
蕭
策
の
蔭
、
今

宵
ば
か
り
は
冴
へ
返
る
星
座
の
輝
き
、
う
る
は
し
く
晴
々
と
し
て
恰
も

嚴
か
な
饗
宴
が
天
上
に
開
か
れ
て
ゐ
る
か
の
や
う
に
思
は
れ
た
。
昨
八

日
の
夜
記
者
は
古
新
町
通
り
の
辻
梅
旅
館
の
一
室
に
今
を
時
め
く
詩
人

三
木
露
風
氏
の
お
だ
や
か
な
優
し
い
姿
に
面
接
し
た
の
で
あ
る
。
露
風

氏
は
我
日
本
詩
壇
に
高
く
輝
く
貴
い
力
の
星
で
あ
る
。
彼
が
久
し
い
詩

的
生
活
は
滾
々
と
し
て
盡
き
ぬ
淸
れ
つ
な
る
泉
の
や
う
な
詩
囊
を
肥
や

し
自
然
の
恩
寵
な
る
聖
愛
は
彼
の
人
自
身
の
尊
嚴
な
威
容
を
形
作
け
た

も
の
で
あ
る
。
ぢ
つ
と
思
索
の
默
相
を
つ
づ
け
て
ゐ
ら
れ
る
氏
の
心
の

窓
が
展
け
放
た
れ
る
の
を
待
つ
た
、
た
だ
そ
れ
は
靑
い
花
を
憧
れ
て
彷

徨
ふ
や
う
な
心
で
、―
氏
は
案
外
力
の
こ
も
つ
た
聲
で
口
を
開
い
た『
た

だ
自
然
の
事
象
と
外
界
の
諸
相
を
鑑
賞
し
、
そ
こ
に
窮
ま
つ
た
世
界
を

彷
徨
ふ
事
で
は
満
足
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
も
つ
と
本
質
的
に
内
部

生
命
を
觀
照
し
、
表
現
し
て
、
心
の
世
界
を
歌
つ
た
も
の
で
は
な
く
て

は
ホ
ン
ト
の
力
強
い
詩
は
生
ま
れ
て
來
な
い
。
私
は
、
眞
善
美
の
融
合

し
た
嚴
か
な
境
地
に
憩
ふ
こ
と
の
無
上
勸
気
に
浸
つ
て
ゐ
る
』」

（「
四
國
の
旅
と
自
然
と
〈
十
一
〉」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
二
年
九
月
一
日
）

　（
３
）
十
一
月
十
一
日
『
東
豫
日
報
』、
今
治
市
滞
在

「
其
日
の
東
豫
日
報
は
、
私
の
寫
眞
と
共
に
『
文
學
の
中
で
詩
が
最
高

級
も
つ
と
讀
ま
れ
た
い
。
美
し
い
四
國
の
風
光
を
禮
讃
し
な
が
ら
語
る

露
風
氏
』
と
長
い
題
を
以
て
左
の
記
事
を
載
せ
た
」

　

「
雨
は
れ
て
十
一
日
の
静
か
な
朝
巡
回
講
演
の
爲
今
治
へ
來
た
三
木
露

風
氏
を
、
一
番
丁
の
錦
水
に
訪
ふ
。
氏
は
兵
庫
懸
播
磨
の
人
、
早
稲
田

大
學
を
出
て
早
稲
田
新
詩
社
及
び
研
究
會
を
同
大
學
に
造
り
、
新
し
い

体
の
詩
を
皷
吹
し
た
。
詩
の
道
を
歩
い
て
美
的
生
活
を
し
て
ゐ
ら
れ
る

の
で
あ
る
詩
集
其
他
の
著
書
は
枚
擧
に
暇
が
な
い
、
詩
壇
の
重
鎭
で
あ

る
露
風
氏
は
宿
舎
の
二
階
を
開
け
放
し
た
居
間
で
靜
か
に
語
り
だ
す
。

（
中
略
）
日
本
に
於
け
る
詩
界
に
つ
い
て
左
の
如
く
語
つ
た
」

（「
四
國
の
旅
と
自
然
と〈
十
四
〉」『
山
崎
新
聞
』昭
和
二
年
九
月
十
六
日
）

　

「
今
、
日
本
の
詩
は
本
質
的
傾
向
に
向
か
ひ
つ
ゝ
あ
る
。
民
衆
派
を
中

心
と
し
た
詩
話
會
は
解
散
し
詩
話
會
の
出
し
て
い
る
雑
誌『
日
本
詩
人
』

は
廃
刊
し
た
。
新
潮
社
が
出
し
て
い
る
年
刊
『
日
本
詩
集
』
は
中
止
す

る
に
至
っ
た
。
そ
れ
で
今
後
は
、
詩
の
正
し
き
道
が
盛
ん
に
な
る
だ

ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。
で
、『
日
本
詩
人
が
廃
刊
し
て
も
他
に
各
派
の
可

な
り
有
力
な
雑
誌
が
あ
る
か
ら
詩
壇
が
衰
へ
る
や
う
な
こ
と
は
な
い
。』

詩
に
は
道
が
あ
り
ま
す
。
詩
は
精
神
的
傾
向
を
帶
び
て
行
か
ね
ば
な
ら

ぬ
。
そ
れ
が
正
し
い
道
で
す
。
最
後
に
私
の
希
望
す
る
と
こ
ろ
は
―
本

懸
に
於
い
て
高
尚
な
る
新
し
い
詩
の
趣
味
が
發
達
し
て
、
そ
し
て
精
神

的
文
明
が
生
ま
れ
る
こ
と
―
で
あ
る
。」

（「
四
國
の
旅
と
自
然
と
〈
十
五
〉」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
二
年
九
月

二
十
一
日
）

　（
４
）
十
一
月
十
三
日
『
伊
豫
新
報
』、
松
山
市
滞
在
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「
ホ
テ
ル
に
落
ち
着
い
た
後
、
伊
豫
新
報
社
の
阿
部
黎
二
君
が
來
訪
し

て
詩
の
事
を
尋
ね
た
の
で
、
大
体
左
の
や
う
に
話
し
た
―
そ
の
記
事
は

翌
日
の
新
聞
に
掲
げ
ら
れ
た
。」

　

「
四
國
で
も
詩
が
盛
ん
に
な
る
事
を
望
む
、
そ
れ
に
就
い
て
は
詩
の
鑑

賞
の
目
を
高
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
詩
の
道
を
歩
く
の
に
正
し
い
研
究
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
自
由
詩
と
、定
ま
つ
た
音
律
を
持
つ
詩
と
を
問
は
ず
、

何
處
ま
で
も
リ
ズ
ム
を
重
ん
ぜ
ら
れ
た
い
。
自
由
詩
に
も
内
面
的
リ
ズ

ム
が
あ
る
か
ら
却
つ
て
好
い
。
散
文
を
横
に
切
つ
て
書
い
た
や
う
な
詩

は
よ
く
な
い
。
感
情
の
リ
ズ
ム
が
あ
ら
ば
普
通
の
散
文
と
違
つ
た
も
の

と
し
て
の
リ
ズ
ム
が
あ
る
筈
だ
。
詩
を
作
る
に
は
先
ず
リ
ズ
ム
を
重
ん

ず
る
觀
念
が
あ
つ
て
欲
し
い
。
象
徴
詩
を
研
究
さ
れ
た
い
。
何
故
な
ら

ば
象
徴
詩
は
詩
の
中
で
も
最
も
本
質
的
な
も
の
だ
か
ら
―
」

（「
四
國
の
旅
と
自
然
と
〈
十
五
〉」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
二
年
九
月

二
十
一
日
」）

　（
５
）
十
一
月
十
四
日
『
伊
豫
新
報
』
松
山
市
か
ら
宇
和
島
市

「
翌
日
、
私
は
多
く
の
人
々
の
見
送
り
を
受
け
て
自
動
車
に
乗
り
、
宇

和
島
に
向
か
っ
た
。
伊
豫
新
報
は
左
の
記
事
を
掲
げ
た
。『
愛
着
と
詩

一
片
を
松
山
に
残
し
て
詩
人
南
豫
に
去
る
』
と
題
し
て
―
」

（「
四
國
の
旅
と
自
然
と〈
十
八
〉」『
山
崎
新
聞
』昭
和
二
年
十
月
十
一
日
）

「
滞
在
中
の
三
木
露
風
氏
は
十
三
日
は
市
内
及
郊
外
を
訪
ね
、
子
規
堂

及
び
城
山
、
道
後
等
に
至
り
伊
豫
路
に
杖
曳
い
て
詩
情
豊
な
自
然
美
に

暫
し
禮
讃
の
辭
を
惜
し
ま
な
か
つ
た
が
同
氏
は
愈
印
象
深
い
松
山
を
後

に
宇
和
島
で
開
催
さ
れ
る
同
氏
の
講
演
會
に
臨
む
べ
く
十
四
日
午
後
一

時
自
動
車
を
驅
つ
て
宇
和
島
に
向
か
つ
た
が
同
氏
は
出
發
す
る
に
際
し

／
實
に
松
山
の
山
川
美
は
私
の
心
に
深
く
刻
込
ま
れ
た
、
あ
の
四
國
山

脈
の
遠
望
は
全
く
中
央
ア
ジ
ア
の
ユ
イ
ヤ
山
脈
に
似
通
つ
て
ゐ
る
／
と

盛
ん
に
松
山
を
禮
讃
し
た
。
遠
く
四
國
路
の
田
舎
に
埋
も
れ
た
讀
み
人

知
ら
ず
の
歌
を
愛
し
、
隠
れ
た
田
園
詩
人
の
伸
び
行
く
姿
に
慈
父
の
如

き
愛
情
を
投
げ
か
け
て
ゐ
る
」

（「
四
國
の
旅
と
自
然
と
〈
十
九
〉）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
二
年
十

月
十
六
日
）

　（
６
）
十
一
月
十
四
日
『
南
豫
時
事
新
聞
』、
宇
和
島
市
滞
在

「『
あ
な
た
の
事
を
橋
本
さ
ん
が
談
話
し
た
話
が
今
日
の
新
聞
に
出
て
ゐ

ま
す
よ
』
と
云
つ
て
示
し
た
の
を
見
る
と
左
の
記
事
が
出
て
い
た
」（
橋

本
宇
和
島
商
業
学
校
教
頭
）

　

「
三
木
露
風
氏
と
は
龍
野
中
學
で
同
窓
で
し
た
。
名
門
に
生
ま
れ
た
人

で
學
校
へ
は
一
番
で
入
學
し
た
ほ
ど
の
成
績
が
よ
く
、
殊
に
文
學
と
云

へ
ば
、
東
京
の
雜
誌
に
評
論
や
詩
歌
を
出
し
て
ゐ
た
り
、
姫
路
新
聞
や

鷺
城
新
聞
の
第
一
面
の
上
の
方
に
文
を
發
表
す
る
事
度
々
で
、
何
と
か

い
ふ
詩
集
を
中
學
時
代
に
出
版
し
た
ほ
ど
の
天
才
で
し
た
」

　

「
そ
れ
か
ら
又
斯
う
い
う
い
ふ
記
事
が
出
て
ゐ
た
」

「
來
宇
中
の
三
木
露
風
氏
は
既
報
の
如
く
十
五
日
午
後
二
時
か
ら
本
社

大
塚
記
者
等
の
案
内
で
、
伊
達
家
天
赦
園
に
至
り
例
の
先
代
萩
御
殿
塲

の
童
謡
に
ち
な
め
る
チ
シ
ヤ
の
木
を
い
た
く
珍
重
し
、
暫
く
園
内
を
逍
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遥
し
、又
愛
宕
山
か
ら
市
中
を
瞰
下
し
て
そ
の
壯
大
な
景
色
に
う
た
れ
、

絶
景
だ
と
叫
ん
で
し
ば
ら
く
去
り
も
得
な
か
つ
た
。
宇
中
の
講
演
を
終

つ
て
特
に
堀
端
通
の
好
意
に
よ
る
八
ッ
鹿
踊
り
を
杉
山
書
店
前
で
見
た

が
思
つ
た
よ
り
非
常
に
よ
い
踊
り
だ
と
賞
讃
し
た
。
こ
の
踊
に
關
し
て

は
堀
端
通
で
特
に
三
木
氏
の
爲
遅
く
ま
で
用
意
を
し
て
便
宜
を
圖
つ
た

事
に
對
し
て
も
呉
々
感
謝
し
て
ゐ
た
。氏
は
宇
和
島
の
印
象
を
民
謡『
宇

和
島
の
唄
』
と
し
て
永
久
に
來
遊
記
念
と
し
て
市
民
に
贈
り
た
い
と
目

下
執
筆
中
で
數
日
中
に
本
紙
に
發
表
さ
れ
る
が
、
本
社
で
は
氏
の
意
志

を
体
し
之
を
作
曲
せ
し
め
て
宇
和
島
の
誇
り
と
し
て
永
く
傳
へ
る
べ
く

計
劃
中
で
あ
る
」

（「
四
國
の
旅
と
自
然
と
〈
二
十
一
〉」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
二
年
十
月

二
十
六
日
）

　（
７
）
十
一
月
十
六
日
『
南
豫
時
事
新
聞
』、
宇
和
島
市
滞
在

「
そ
の
時
の
狀
況
と
井
上
雄
馬
君
の
開
會
の
辭
と
は
『
南
豫
時
事
新
聞
』

の
記
事
を
左
に
録
し
て
お
く
事
に
す
る
。『
繪
の
國
を
讃
美
す
る
三
木

露
風
氏
講
演
會
』
と
題
し
て
」（
宇
和
島
中
学
校
で
講
演
）

　

「
豫
定
の
如
く
本
社
主
催
の
詩
人
三
木
露
風
氏
の
講
演
會
が
十
四
日
午

後
三
時
か
ら
宇
和
島
中
學
校
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。
聽
講
者
は
教
育

家
其
他
最
も
人
格
的
な
教
養
の
あ
る
人
々
の
み
で
、
其
數
二
百
餘
名
に

達
し
、
婦
人
が
三
分
の
一
を
占
め
て
ゐ
た
。
先
づ
本
社
主
催
井
上
雄
馬

氏
登
壇
、
主
催
者
と
し
て
一
塲
の
開
會
の
辭
を
述
べ
た
が
、
要
は
人
生

と
文
藝
と
の
關
係
よ
り
出
發
し
て
現
代
文
藝
傾
向
を
短
評
し
、
詩
人
三

木
露
風
氏
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
紹
介
辭
の
要
領
は
左
の

如
く
で
あ
つ
た
。

　
「
三
木
氏
と
私
は
同
窓
の
關
係
で
あ
る
け
れ
ど
も
御
目
に
か
ゝ
つ
た
の

は
今
日
が
初
め
て
ゞ
あ
る
。
併
し
詩
壇
に
於
け
る
そ
の
高
名
は
二
十
數

年
前
の
雑
誌
『
文
庫
』
時
代
か
ら
夙
に
親
ん
で
ゐ
た
と
こ
ろ
で
、
窃
に

氏
の
詩
を
通
じ
て
見
た
る
風
格
に
欽
慕
の
情
を
禁
じ
得
な
か
つ
た
。
今

日
は
か
ら
ず
も
氏
の
風
采
に
親
し
く
接
す
る
の
機
會
を
得
た
事
を
喜
ぶ

と
同
時
に
そ
の
講
演
を
諸
君
と
共
に
己
れ
の
鄕
土
に
お
い
て
聽
く
事
の

出
來
た
事
を
非
常
に
嬉
し
く
思
ふ
の
で
あ
る
。
私
は
常
に
自
分
自
身
の

不
健
康
を
思
ひ
煩
ふ
事
ほ
ど
他
の
健
康
体
を
羨
望
す
る
の
で
あ
る
が
、

特
に
作
家
、
詩
人
の
健
康
体
は
尠
く
と
も
私
の
文
學
生
時
代
に
は
甚
だ

稀
な
も
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に
今
三
木
氏
の
偉
大
強
健
な
る
体
驅
と
健

康
的
、
樂
天
的
と
も
云
ふ
べ
き
活
ゝ
し
た
詩
と
を
對
比
し
て
見
て
、
平

凡
な
格
言
で
あ
る
け
れ
ど
も
健
康
な
る
精
神
は
健
康
な
る
身
体
に
宿
る

所
以
を
如
實
に
感
得
し
て
、
時
弊
の
匡
救
に
最
も
必
要
な
る
健
全
文
藝

の
發
達
を
希
望
す
る
意
味
で
此
の
講
演
會
の
益
々
有
意
義
な
ら
ん
こ
と

を
喜
び
且
祈
る
も
の
で
あ
る
。
三
木
氏
は
本
年
既
に
東
北
四
懸
の
講
演

を
終
り
、
今
や
又
四
國
四
懸
の
講
演
を
あ
と
高
知
懸
一
つ
で
終
ら
れ
ん

と
し
て
ゐ
る
。
斯
く
も
多
忙
な
旅
行
を
續
け
つ
ゝ
あ
る
氏
が
驚
く
べ
し

今
年
中
に
既
に
八
種
の
書
物
を
出
版
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
氏
の
詩
作
執
筆

の
エ
ナ
ー
ジ
ー
が
如
何
に
豊
富
で
あ
り
、
そ
の
天
才
の
傑
出
し
て
ゐ
る

か
を
立
證
す
る
一
事
例
と
し
て
御
紹
介
の
辭
に
代
ふ
る
も
の
で
あ
る
。」

　
　
　

「
尚
、
同
新
聞
は
私
の
講
演
筆
記
を
三
日
間
掲
載
し
て
ゐ
た
が
茲
に
は

省
く
」

（「
四
國
の
旅
と
自
然
と
〈
二
十
〉」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
二
年
十
月
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二
十
一
日
）

（
８
）
十
一
月
十
七
日
『
土
陽
新
聞
』、
高
知
市
滞
在

「
土
陽
新
聞
の
朝
刊
を
見
る
と
左
の
記
事
が
出
て
ゐ
る
」

　

「
日
本
詩
壇
の
第
一
人
者
三
木
露
風
氏
は
高
知
青
年
會
の
招
聘
に
よ
り

文
藝
の
講
演
を
な
す
為
昨
日
午
後
五
時
宇
和
島
よ
り
陸
路
來
高
、
中
島

町
土
居
旅
館
に
落
ち
着
い
た
。
今
明
兩
日
午
後
七
時
よ
り
市
役
所
樓
上

に
て
『
文
藝
の
鑑
賞
』
な
る
題
下
に
講
演
を
な
す
筈
で
あ
る
が
昨
夜
着

高
す
る
や
七
時
よ
り
カ
フ
ヱ
・
ブ
ラ
ジ
ル
に
て
靑
年
會
及
び
關
係
者
其

他
は
三
木
氏
を
招
待
し
て
歡
迎
會
を
開
き
席
上
三
木
氏
の
感
想
談
あ
り

非
常
に
靜
肅
且
盛
大
な
會
で
あ
つ
た
。
尚
、
氏
は
往
訪
の
記
者
に
對
し

て
左
の
如
く
語
つ
た
」

　

「
豫
て
訪
ね
た
い
と
思
つ
て
ゐ
た
土
佐
に
來
て
非
常
に
愉
快
で
す
。
田

畑
の
収
穫
が
豊
だ
と
聞
く
が
地
上
の
樂
園
に
生
き
る
の
は
無
上
の
喜
悦

で
す
ね
。
汽
車
が
不
便
な
の
で
、
も
つ
と
交
通
を
便
に
す
る
の
が
目
下

の
急
務
で
せ
う
。
／
詩
話
會
の
事
で
す
が
、
私
は
同
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
あ
れ
に
は
象
徴
派
の
詩
人
は
一
人
も
加
は
つ
て
ゐ
な
い
の

で
、
事
實
上
、
詩
壇
の
メ
ン
カ
ア
レ
ン
ト
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
詩

話
會
が
解
散
し
た
と
い
ふ
の
は
當
然
で
す
ね
。
あ
れ
は
從
來
種
々
の
内

訌
が
あ
り
又
新
し
い
詩
人
か
ら
盛
ん
に
攻
撃
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
か

ら
、
あ
ゝ
云
ふ
様
に
な
つ
た
の
で
す
。
／
詩
は
、
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
や
高

踏
派
や
近
代
主
義
を
含
ん
で
象
徴
派
が
日
本
に
於
い
て
主
潮
を
な
し
て

來
た
の
で
今
後
共
然
う
で
あ
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。
永
遠
な
る
精
神
と
新

し
き
表
現
と
を
含
ん
だ
の
が
我
々
の
象
徴
派
の
特
徴
で
す
。
／
私
は
昨

年
十
種
ほ
ど
の
單
行
本
を
出
し
ま
し
た
が
講
演
に
招
か
れ
た
の
で
自
然

を
觀
か
た
〴
〵
四
國
に
來
た
次
第
で
す
。
何
分
こ
の
初
め
て
來
た
土
佐

の
氣
分
に
浸
つ
て
ゆ
つ
く
り
南
國
の
秋
を
味
ひ
、
大
歩
危
小
歩
危
の
秋

色
を
探
つ
て
陸
路
十
九
日
香
川
へ
向
ふ
考
で
す
、
云
々
」

（「
四
國
の
旅
と
自
然
と
〈
二
十
五
〉」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
二
年
十
一
月

二
十
一
日
）

　

　
四
　 『
山
崎
新
聞
』
に
引
用
さ
れ
た
以
外
の
、
四
国
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
三
木
露
風
に
つ
い
て
の
記
事
（
行
程
順
）

　

露
風
の
旅
は
、
訪
問
先
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
主
に
旅
の

行
程
や
講
演
の
日
時
、
宗
教
詩
人
露
風
の
紹
介
で
あ
る
。

　（
１
）『
大
阪
朝
日
四
國
版
』
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
十
一
月
九
日

　
　
　
　
「
三
木
露
風
氏
」

「
詩
人
三
木
露
風
氏
は
四
國
行
脚
の
た
め
徳
島
に
來
り
滞
在
中
、
六
日

鳴
門
觀
潮
を
な
し
た
が
『
鳴
門
の
風
光
は
背
景
雄
大
、
か
つ
大
形
の
総

合
的
美
を
整
へ
瀬
戸
内
海
の
美
よ
り
更
に
美
し
い
、
こ
の
間
十
和
田
湖

に
も
遊
ん
だ
が
鳴
門
に
は
及
ば
な
い
』
と
称
讃
し
て
ゐ
た
、
六
七
兩
日

ロ
ー
マ
ン
カ
ト
リ
ツ
ク
教
會
主
催
の
文
藝
講
演
會
に
臨
み
『
文
藝
の
鑑

賞
、
修
道
院
に
つ
い
て
』
と
題
し
熱
辯
を
奮
ひ
、
ま
た
雅
號
の
羅
風
と

い
ふ
も
露
風
と
い
ふ
も
二
者
そ
れ
〳
〵
著
書
を
あ
ら
わ
し
て
ゐ
る
か
ら

す
き
な
方
を
よ
ん
で
呉
れ
と
あ
つ
さ
り
片
付
け
、
八
日
朝
高
松
に
向
け

出
發
し
た
（
寫
眞
は
演
壇
の
露
風
氏
）」
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公
縣
川
香
日
九
月
一
十
／
活
生
院
道
修
／
て
い
就
に
賞
鑑
の
藝
文
「

　

日
二
十
二
月
一
十
』
報
新
川
香
『）
３
（

　
　
　
　

」
香
露
井
笠
／
て
い
つ
述
論
の
氏
風
羅
木
三
人
詩
「

「…

の
冬
初
來
も
秋
て
し
ご
過
を
庵
の
り
か
の
夜
一
の
夏
は
世
よ
ゝ
ま

／
。
う
ろ
あ
で
び
喜
ふ
い
と
何
は
事
た
へ
迎
を
氏
風
羅
木
三
に
路
岐
讃

は
氏
て
し
と
人
の
仰
信
る
な
烈
熱
つ
且
て
し
と
鎮
重
の
壇
詩
央
中
代
現

此
て
れ
離
を
山
生
佛
日
九
の
月
一
十
、
た
し
動
衝
を
心
の
私
に
り
成
可

の
氏
た
つ
あ
で
私
た
來
り
走
に
松
高
ぎ
急
と
ん
せ
仕
奉
に
爲
の
聖
詩
の

深
と
さ
き
大
た
れ
か
書
か
つ
い
が
氏
に
時
同
と
る
す
見
拜
を
姿
な
高
崇

さ
出
ひ
憶
を
録
住
行
又
て
し
そ
、
し
出
ひ
憶
を
章
文
ふ
言
と
美
と
さ

松
高
て
し
そ
は
化
文
松
高
た
へ
迎
を
人
詩
大
の
此
）
略
中
（。
た
め
し

ら
祈
。
た
れ
る
れ
溢
が
淚
は
私
ず
ら
知
時
ふ
思
を
れ
そ
・
・
・
は
藝
文

を
論
の
人
詩
大
た
來
て
し
旅
に
路
岐
讃
の
冬
初
）
略
中
（。
・
・
・
は

な
も
で
仕
奉
駄
無
の
人
同
達
私
ち
が
な
あ
も
事
る
す
載
掲
に
前
の
君
諸

修
の
内
の
論
の
此
て
し
反
に
る
な
悪
醜
の
會
社
代
現
。
す
ま
じ
信
と
い

の
道
に
烈
熱
く
か
に
中
の
世
る
き
生
の
ん
さ
な
み
／
へ
給
み
讀
を
院
道

知
く
多
も
で
人
一
を
胞
同
達
私
る
ゐ
て
し
進
精
に
神
に
爲
の
眞
將
に
爲

」
せ
ま
い
さ
下
て
つ

　

日
十
月
一
十
』
報
新
媛
愛
『）
４
（

」
演
講
で
治
今
／
氏
風
羅
木
三
「

」）
略
省
（
は
氏
風
羅
木
三
家
大
の
壇
詩
現
時
二
後
午
日
一
十
「

日
一
十
月
一
十
』
報
新
媛
愛
『

」
松
來
氏
風
露
木
三
／
演
講
の
人
詩
「

國
四
下
目
は
氏
風
露
木
三
人
詩
る
た
々
嘖
名
令
て
於
に
壇
詩
央
中
「

」）
略
省
（
が
る
あ
で
中
遊
巡

日
六
十
月
一
十
』
報
新
媛
愛
『

」
へ
島
和
宇
／
氏
風
羅
木
三
「

人
夫
は
一
の
分
三
の
そ
、
名
百
二
衆
聴
た
み
試
を
演
講
藝
文
）
略
（「

」
た
つ
あ
で
會
盛
な
常
非
め
占
が

　

）
刊
夕
（
日
七
月
一
十
』
聞
新
南
海
『）
５
（

」
會
演
講
氏
木
三
／
家
大
の
壇
詩
「

三
家
大
の
壇
詩
た
ゐ
て
つ
籠
立
に
院
道
修
ト
ス
ピ
ラ
ト
の
道
海
北
「

」）
略
省
（
が
る

日
三
十
月
一
十
』
聞
新
南
海
『

」
む
極
を
會
盛
／
の
有
曾
未
／
會
演
講
氏
木
三
「

の
氏
風
羅
木
三
家
大
の
壇
詩
現
る
ゝ
か
に
催
主
會
教
公
主
天
治
今
「

の
堂
満
で
服
和
な
洒
瀟
は
氏
風
羅
木
三
で
い
次
）
略
中
（
は
會
演
講

わ
に
半
間
時
一
約
を
様
模
の
院
道
修
の
ト
ス
ピ
ラ
ト
道
海
北
る
せ
道

よ
に
ば
と
こ
き
高
気
香
を
堂
殿
な
か
そ
ご
お
の
教
宗
に
々
人
て
つ
た

し
を
半
大
が
女
處
年
青
は
日
當
、
た
め
し
せ
聽
傾
を
衆
聽
り
語
て
つ

」
た
つ
あ
で
會
演
講
き
深
義
意
り
あ
が
衆
聴
の
名
百
三
約
め

日
三
十
月
一
十
』
聞
新
南
海
『
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」
宿
投
へ
廣
末
／
松
來
人
詩
木
三
「

投
に
ル
テ
ホ
廣
末
町
榎
松
は
氏
風
羅
木
三
人
詩
の
中
行
旅
藝
文
國
「

」
た
し
宿

載
連
回
三
、
日
二
十
二
・
日
十
二
・
日
九
十
月
一
十
』
聞
新
南
海
『

・）
二
（・
）
一
（」
氏
風
露
木
三
／
て
い
つ
に
賞
鑑
の
藝
文
／
演
講
「

。）
略
省
は
容
内
（、
）
三
（

　

日
十
月
一
十
』
聞
新
事
時
豫
南
『）
６
（

詩
／
宇
來
く
近
／
氏
風
羅
木
三
／
く
説
を
秘
神
の
ト
ス
ピ
ラ
ト
「

」
く
開
を
會
演
講
で
催
主
／
て
就
に
題
問
想
思
と
話

詩
徴
象
り
あ
で
輩
先
も
り
よ
秋
白
原
北
て
し
と
威
權
の
壇
詩
國
我
「

入
に
教
宗
ら
か
秘
神
の
義
主
徴
象
其
く
如
る
趍
に
教
宗
が
術
藝
の
て

畫
と
詩
く
し
親
て
つ
在
に
院
道
修
の
ト
ス
ピ
ラ
ト
道
海
北
に
き
さ
り

木
三
た
れ
觸
に
厳
壯
と
秘
神
の
活
生
ト
ス
ピ
ラ
ト
の
れ
憧
て
つ
よ
に

事
る
す
遊
巡
を
國
四
で
聘
招
の
合
聯
會
教
公
主
天
國
四
回
今
が
風
羅

す
宇
來
路
陸
り
よ
山
松
時
二
後
午
日
四
十
る
來
も
で
島
和
宇
り
な
と

想
思
と
集
詩
の
く
多
他
其
』
人
獵
の
手
き
白
『
は
氏
た
つ
な
に
事
る

放
京
東
に
き
さ
で
巧
も
演
講
又
り
あ
が
書
著
の
等
題
問
治
政
、
題
問

て
つ
や
を
演
講
オ
ヂ
ラ
る
す
關
に
活
生
道
修
ト
ス
ピ
ラ
ト
ら
か
局
送

を
宇
來
の
回
今
は
で
社
本
た
め
し
せ
聽
謹
を
ン
ア
フ
オ
ヂ
ラ
の
萬
十

ピ
ラ
ト
境
秘
神
の
れ
憧
が
性
女
い
若
）
略
中
（
て
ふ
請
に
氏
し
と
機

開
公
を
演
講
想
思
の
義
主
國
愛
る
な
新
の
氏
び
及
話
詩
、
活
生
ト
ス

」
た
つ
な
と
事
る
す

載
掲
回
二
、）
告
広
（
日
一
十
・
日
十
月
一
十
』
聞
新
事
時
豫
南
『

ス
ピ
ラ
ト
「、
」
氏
風
羅
木
三
師
講
／
時
七
後
午
日
四
十
月
一
十
「

」
演
講
題
問
想
思
、
育
教
、
教
宗
、
話
詩
外
／
活
生
道
修
の
ト

た
け
傾
を
蓄
蘊
の
氏
て
へ
迎
を
氏
風
羅
木
三
人
詩
秘
神
は
で
社
本
「

ト
團
教
宗
の
黙
沈
の
つ
一
た
つ
た
に
本
日
く
數
も
に
界
世
と
談
藝
文

苦
忍
の
言
無
活
生
の
働
勞
と
禱
祈
の
等
彼
活
生
教
宗
の
謎
ト
ス
ピ
ラ

道
修
ト
ス
ピ
ラ
ト
つ
立
へ
聳
に
中
の
場
牧
る
た
茫
廣
道
海
北
の
寂
寥

の
等
れ
吾
て
れ
か
描
に
繪
と
詩
は
活
生
な
秘
神
の
働
勞
と
禱
祈
の
院

修
の
苦
忍
の
僧
道
修
等
彼
と
教
宗
な
秘
神
の
其
が
す
ま
れ
觸
に
目
耳

院
道
修
ト
ス
ピ
ラ
ト
／
。
ん
せ
ま
居
て
れ
ら
知
り
餘
は
て
い
つ
に
行

し
珍
此
す
ま
り
あ
で
丈
つ
一
た
つ
た
に
本
日
く
な
く
多
數
に
界
世
は

教
宗
家
育
教
も
く
し
や
い
は
て
い
つ
に
際
實
の
僧
業
修
其
と
教
宗
い

羅
木
三
す
ま
り
あ
で
題
問
ぬ
來
出
に
閑
等
が
々
人
る
す
談
を
想
思
家

的
情
熱
り
あ
で
人
教
宗
な
虔
敬
り
あ
で
人
詩
の
義
主
秘
神
は
氏
風

て
つ
陥
に
亂
混
に
端
極
は
想
思
の
國
我
の
下
現
。
す
で
者
義
主
國
愛

う
せ
で
い
な
は
で
音
う
け
の
谷
空
に
將
は
吼
子
獅
の
人
神
此
秋
る
ゐ

）
日
十
（」
か

た
け
傾
を
蓄
蘊
の
氏
て
へ
迎
を
氏
風
羅
木
三
人
詩
秘
神
は
で
社
本
「

と
義
奥
其
し
験
體
を
活
生
教
宗
ト
ス
ピ
ラ
ト
の
謎
の
界
世
と
談
藝
文

じ
論
を
育
教
想
思
の
代
現
ら
か
界
境
の
致
一
教
詩
の
氏
た
れ
觸
に
髄

」
…
の
道
海
北
す
ま
い
思
と
い
た
い
培
を
野
沃
の
神
精
の
等
我
き
戴
て

）
日
一
十
（

日
四
十
月
一
十
』
聞
新
事
時
豫
南
『

講
校
中
宇
時
三
後
午
日
五
十
／
開
公
會
演
講
氏
風
露
木
三
人
詩
「

」）
告
広
（社
聞
新
事
時
豫
南
催
主
／
迎
歡
聽
來
に
的
般
一
／
て
に
堂

風
露
木
三
の
脚
行
國
四
／
る
來
星
名
の
壇
詩
／
へ
國
南
き
近
冬
「
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」
り
入
島
和
宇
後
午
日
四
十
／
氏

」
會
話
茶
迎
歡
「

」
談
頭
教
商
本
橋
／
才
天
の
詩
／
ら
か
代
時
學
中
「

常
て
し
書
投
に
界
世
學
中
時
當
れ
は
謳
を
才
文
ら
か
代
時
校
学
小
「

な
名
有
で
途
半
は
學
中
野
龍
る
す
憶
記
を
事
た
居
て
つ
貰
を
品
賞
に

出
ひ
思
を
称
名
今
中
學
在
に
學
中
同
て
じ
轉
に
學
中
谷
閑
の
縣
山
岡

」
る
あ
で
才
天
の
程
た
し
版
出
を
集
詩
女
處
が
ぬ
せ

」〉
十
二
〈
と
然
自
と
旅
の
國
四
「（
日
六
十
月
一
十
』
聞
新
事
時
豫
南
『

）
す
記
を
分
部
の
介
紹
未
で

演
講
氏
風
露
木
三
／
る
す
美
讃
を
國
の
繪
の
秋
晩
／
催
主
社
本
「

の
会
開
の
馬
雄
上
井
幹
主
（」
催
開
に
堂
講
校
中
宇
日
五
十
／
會

）
介
紹
氏
木
三
・
辞

一
づ
先
。
る
れ
ら
ゐ
て
し
版
出
を
物
書
の
種
八
に
既
に
中
年
今
…
「

歌
ト
ス
ピ
ラ
ト
『
は
に
月
六
て
し
と
め
始
を
』
活
生
院
道
修
『
の
月

詩
院
道
修
と
巻
一
説
講
る
す
第
と
』
道
の
へ
神
『
は
に
月
七
、』
集

と
』
ま
さ
日
お
『
は
に
月
十
近
最
、
種
二
の
』
人
と
神
『
巻
二
第
集

に
更
。
る
あ
で
の
る
居
て
出
に
頭
店
の
肆
書
に
既
が
集
謡
童
る
す
題

が
の
る
ゐ
て
し
と
ん
れ
は
現
に
頭
店
に
迄
ゝ
る
ら
終
を
行
旅
の
此

』
曙
の
仰
信
『
に
時
同
又
で
種
二
の
』
話
詩
風
露
『
と
』
友
の
鳥
小
『

筆
執
作
詩
の
氏
は
の
る
ゐ
て
つ
な
に
事
る
れ
さ
販
再
が
物
書
ふ
い
と

も
る
ふ
代
に
辭
の
介
紹
御
て
し
と
例
事
一
る
す
證
立
を
か
る
ゐ
て
し

ま
れ
さ
演
講
、
下
題
る
な
』
敎
宗
と
藝
文
『
り
よ
れ
之
。
る
あ
で
の

」
す
ま
し
望
希
を
聽
靜
御
ら
か
す

日
六
十
月
一
十
）
面
二
（』
聞
新
事
時
豫
南
『

」
談
氏
風
露
木
三
た
し
宇
來
／
い
た
り
作
を
謡
民
／
の
有
特
島
和
宇
「

思
り
く
つ
を
謡
民
じ
感
と
だ
處
な
か
た
ゆ
の
調
情
謡
民
は
島
和
宇
「

是
で
う
そ
る
あ
が
詞
歌
ゝ
い
の
り
踊
子
の
鹿
は
に
島
和
宇
す
ま
て
つ

う
そ
か
す
で
處
な
盛
の
り
踊
盆
ア
ハ
ハ
す
ま
ひ
思
と
い
た
し
見
一
非

に
分
氣
な
か
ど
の
も
々
人
ら
か
だ
か
や
び
の
が
土
風
り
張
矢
か
す
で

）
話
談
の
朝
日
五
十
（」
。
ね
す
で
の
る
居
て
ち
滿

日
七
十
月
一
十
』
聞
新
事
時
豫
南
『

」
發
出
日
六
十
／
へ
市
知
高
／
氏
風
露
「

く
近
／
る
作
に
念
記
宇
來
が
氏
風
露
／
』
唄
の
島
和
宇
『
謡
民
「

」
表
發
に
紙
本

に
久
永
て
し
と
』
唄
の
島
和
宇
『
謡
民
を
象
印
の
市
島
和
宇
は
氏
「

本
に
中
日
數
で
中
筆
執
下
目
と
い
た
り
贈
に
民
市
て
し
と
念
記
遨
來

め
し
せ
曲
作
を
之
し
体
を
志
意
の
氏
は
で
社
本
が
る
れ
さ
表
發
に
紙

へ
傳
く
永
て
し
と
り
誇
の
島
和
宇
き
な
謡
民
た
し
現
表
を
島
和
宇
て

」
る
あ
で
中
畫
計
く
べ
る

載
連
回
三
、
日
九
十
・
日
八
十
・
日
七
十
月
一
十
』
聞
新
事
時
豫
南
『

露
木
三
／
る
け
於
に
校
學
中
島
和
宇
催
主
社
本
／
教
宗
と
藝
文
「

・）
中
（・
）
上
（」
演
講
の
氏
風

）
略
省
容
内
（
載
連
回
三
）
下
（

　　

　
五
　

風
露
た
見
の
ち
た
者
記
方
地

　

か
線
一
第
の
壇
詩
は
後
以
れ
そ
、
り
わ
終
で
年
六、
五
正
大
は
躍
活
の
風
露
木

品
作
、
り
な
と
人
詩
教
宗
、
は
風
露
の
後
以
…
。
る
い
て
れ
ら
見
と
た
い
退
ら

れ
さ
解
理
と
た
け
続
を
作
創
で
処
た
れ
離
を
壇
詩
、
く
し
乏
て
い
於
に
力
魅
の
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。
た
い
書
を
詩
の
量
多
も
て
れ
離
を
壇
詩
、
は
彼
し
か
し
。
る
え
い
と
た
い
退

い
る
。

　

四
「
の
月
一
十
年
五
十
正
大
た
し
稿
寄
に
』
聞
新
崎
山
『、
も
で
味
意
の
そ

。
る
あ
で
重
貴
は
品
作
た
れ
ら
作
で
旅
の
そ、
と
文
行
紀
の
」
と
然
自
と
旅
の
國

風
露
な
た
新
も
価
評
の
ち
た
者
記
た
し
接
と
風
露
人
詩
る
け
お
に
国
四
、
た
ま

。
る
あ
で
要
重
で
え
う
る
知
を
像　

　

。
か
の
た
見
に
う
よ
の
ど
を
風
露
、
は
ち
た
者
記
聞
新
の
国
四
、
は
で

　

我
「」
人
詩
く
め
時
を
今
「
は
ち
た
者
記
、
が
る
あ
で
置
位
の
で
壇
文
ず
ま

東
『（
」
鎮
重
の
壇
詩
「、）
』
報
民
國
四
『（
」
星
の
力
い
貴
く
輝
く
高
に
壇
詩
本
日

の
壇
詩
央
中
代
現
「、
）』
聞
新
陽
土
『（
」
者
人
一
第
の
壇
詩
本
日
「、
）』
報
日
豫

、）
』
報
新
川
香
『（
」
人
詩
大
「」
聖
詩
「」
人
の
仰
信
る
な
心
熱
つ
且
て
し
と
鎮
重

、）
』
報
新
媛
愛
『（
」
人
詩
る
た
々
嘖
名
令
て
於
に
壇
詩
央
中
「」
家
大
の
壇
詩
現
「

南
海
『（
」
家
大
の
壇
詩
た
ゐ
て
つ
籠
て
立
に
院
道
修
ト
ス
ピ
ラ
ト
の
道
海
北
「

徴
象
り
あ
で
輩
先
も
り
よ
秋
白
原
北
て
し
と
威
權
の
壇
詩
國
が
我
「、
）』
聞
新

で
壇
詩
央
中
。
る
い
て
し
現
表
と
）』
聞
新
事
時
豫
南
『（
」
星
名
の
壇
詩
「」
人

い
開
を
代
時
の
つ
一
な
た
新
て
し
と
人
詩
徴
象
、
人
詩
教
宗
・
人
詩
る
す
躍
活

。
る
あ
で
の
る
い
て
見
て
し
と
人
詩
た

　

、）
』
報
民
國
四
『（
」
姿
い
し
優
な
か
や
だ
お
「、
は
象
印
の
物
人
・
柄
人
に
次

健
「」
才
天
…
ば
え
い
と
學
文
に
殊
、
く
良
が
績
成
の
ど
ほ
た
し
学
入
で
番
一
「

新
事
時
豫
南
『（
」
得
感
に
實
如
を
以
所
る
宿
に
体
身
る
な
康
健
は
神
精
る
な
康

）』
聞
新
南
海
『（
」
姿
服
和
な
洒
瀟
「、
）』
報
新
川
香
『（
」
姿
な
高
崇
「、
）』
聞

　

の
詩
、
た
し
吹
鼓
を
詩
の
体
い
し
新
「、
は
て
い
つ
に
風
露
の
て
し
と
人
詩

ト
ス
ピ
ラ
ト
「、
）』
報
日
豫
東
『（
」
る
れ
ら
ゐ
て
し
を
活
生
的
美
て
い
歩
を
道

人
教
宗
な
虔
敬
り
あ
で
人
詩
の
義
主
秘
神
「」
た
れ
觸
に
厳
壯
と
秘
神
の
活
生

。
る
い
て
え
伝
と
）』
聞
新
事
時
豫
南
『（
」
者
義
主
國
愛
的
情
熱
り
あ
で

　

文
な
貴
高
に
明
克
る
頗
で
葉
言
い
し
美
な
的
考
思
「、
は
て
い
つ
に
会
演
講

島
徳
『（
」
た
し
了
魅
を
衆
聽
て
い
説
を
生
人
る
な
遠
幽
し
調
強
を
賞
鑑
の
藝

聽
り
語
て
つ
よ
に
ば
と
こ
き
高
気
香
を
道
伝
な
か
厳
の
教
宗
「、
）』
聞
新
々
日

秘
神
る
れ
憧
が
性
女
い
若
。
る
あ
と
）』
聞
新
南
海
『（
」
た
め
し
せ
聽
傾
を
衆

、）
島
和
宇
（
人
夫
は
一
の
分
三
の
衆
聴
、
は
で
演
講
の
活
生
ト
ス
ピ
ラ
ト
境

　

の
藝
文
全
健
る
な
要
必
も
最
に
救
匡
の
弊
時
「
て
い
つ
に
義
意
の
演
講
の
そ

且
び
喜
を
と
こ
ん
ら
な
義
意
有
々
益
の
會
演
講
の
此
で
味
意
る
す
望
希
を
達
發

反
に
る
な
悪
醜
の
會
社
代
現
「、
）』
聞
新
事
時
豫
南
『（
」
る
あ
で
の
も
る
祈
つ

か
に
中
の
世
る
き
生
の
ん
さ
な
み
／
へ
給
み
讀
を
院
道
修
の
内
の
論
の
此
て
し

で
人
一
を
胞
同
達
私
る
ゐ
て
し
進
精
に
神
に
爲
の
眞
に
將
に
爲
の
道
に
烈
熱
く

は
想
思
の
國
が
我
の
下
現
「、
）』
報
新
川
香
『（
」
せ
ま
い
さ
下
て
つ
知
く
多
も

は
で
音
う
け
の
谷
空
に
將
は
吼
子
獅
の
人
神
此
秋
る
ゐ
て
つ
陥
に
亂
混
に
端
極

と
義
奥
其
し
験
體
を
活
生
教
宗
ト
ス
ピ
ラ
ト
の
謎
の
界
世
「」
か
う
せ
で
い
な

我
き
戴
て
じ
論
を
育
教
想
思
の
代
現
ら
か
界
境
の
致
一
教
詩
の
氏
た
れ
觸
に
髄

べ
述
と
）』
聞
新
事
時
豫
南
『（
」
す
ま
い
思
と
い
た
い
培
を
野
沃
の
神
精
の
等

の
気
人
、
は
風
露
く
説
を
直
正
・
理
真
い
高
気
な
う
よ
の
神
に
さ
ま
。
る
い
て

境
の
致
一
敎
詩
た
ま
。
る
あ
で
の
う
い
と
る
あ
で
音
足
く
響
に
谷
い
し
寂
い
な

し
評
と
る
あ
が
義
意
う
い
と
る
て
育
い
養
を
野
沃
の
神
精
、
は
演
講
の
ら
か
地

。
る
い
て

　

あ
で
人
詩
る
す
躍
活
で
壇
詩
央
中
、
は
風
露
た
見
の
ち
た
者
記
聞
新
の
国
四
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り
、
神
秘
的
な
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
で
修
行
し
た
宗
教
詩
人
で
あ
っ
た
。
そ
の

講
演
は
、
教
育
家
や
人
格
的
な
教
養
の
あ
る
人
々
、
婦
人
た
ち
の
聴
衆
を
魅
了

し
、
行
く
先
々
で
多
く
の
人
々
が
色
紙
に
揮
毫
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

露
風
は
ま
た
、
記
者
た
ち
の
詩
界
に
関
す
る
取
材
に
対
し
て
丁
寧
に
応
じ
て

い
る
。
た
と
え
ば
「
詩
の
創
作
に
つ
い
て
」
は
「
本
質
的
に
内
部
生
命
を
觀
照

し
、
表
現
し
て
、
心
の
世
界
を
歌
つ
た
も
の
で
な
く
て
は
ホ
ン
ト
の
力
強
い
詩

は
生
ま
れ
て
こ
な
い
」（『
四
國
民
報
』）
と
詩
論
を
述
べ
る
。
ま
た
「
日
本
に

於
け
る
詩
界
に
つ
い
て
」
に
は
「
今
後
は
、
詩
の
正
し
き
道
が
盛
ん
に
な
る
だ

ろ
う
」「
詩
は
精
神
的
傾
向
を
帯
び
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
正
し
い
道

で
す
」（『
東
豫
日
報
』）
と
答
え
る
。「
詩
の
こ
と
に
つ
い
て
」
は
、「
詩
を
作

る
に
は
先
ず
リ
ズ
ム
を
重
ん
ず
る
觀
念
が
あ
つ
て
欲
し
い
。
象
徴
詩
を
研
究
さ

れ
た
い
。
何
故
な
ら
ば
象
徴
詩
は
詩
の
中
で
も
最
も
本
質
的
な
も
の
」（『
伊
豫

新
報
』）と
説
く
。「
詩
話
會
の
解
散
に
つ
い
て
」に
は「
當
全
」と
し
、詩
は「
象

徴
派
が
日
本
に
於
い
て
主
潮
を
な
し
て
來
た
の
で
今
後
共
然
う
で
あ
ろ
う
と
思

い
ひ
ま
す
」（『
土
陽
新
聞
』）
と
答
え
て
い
る
。
記
者
た
ち
は
、
現
代
文
芸
傾

向
を
短
評
す
る
象
徴
詩
人
と
し
て
の
露
風
の
一
端
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
聞
記
者
た
ち
は
、
露
風
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
の
文
学
・
文
化
の
向
上
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。
た

と
え
ば
露
風
は
、「
私
の
希
望
す
る
こ
と
こ
ろ
は
―
本
縣
に
於
い
て
高
尚
な
る

新
し
い
詩
の
趣
味
が
發
達
し
て
、
そ
し
て
精
神
的
文
明
が
生
ま
れ
る
こ
と
―
で

あ
る
」（『
東
豫
日
報
』）、「
四
國
で
も
詩
が
盛
ん
に
な
る
事
を
望
む
、
そ
れ
に

就
い
て
は
詩
の
鑑
賞
の
目
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
詩
の
道
を
歩
く
の
に
正

し
い
研
究
を
す
る
必
要
が
あ
る
」（『
伊
豫
新
報
』）
と
説
い
て
い
る
。　

ま
た

露
風
の
松
山
へ
の
愛
着
に
つ
い
て
「
遠
く
四
國
路
の
田
舎
に
埋
も
れ
た
讀
み
人

知
ら
ず
の
歌
を
愛
し
、
隠
れ
た
田
園
詩
人
の
伸
び
行
く
姿
に
慈
父
の
如
き
愛
情

を
投
げ
か
け
て
ゐ
る
」（『
伊
豫
新
報
』）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、

宇
和
島
を
表
現
し
た
民
謡
が
な
い
こ
と
か
ら
「
宇
和
島
市
の
印
象
を
民
謡
『
宇

和
島
の
唄
』
と
し
て
永
久
に
來
遊
記
念
と
し
て
市
民
に
贈
り
た
い
」（『
南
豫
時

事
新
聞
』）
と
い
う
気
持
ち
に
も
現
れ
て
い
る
。

　　　
　
　

お
わ
り
に

　

四
国
へ
の
旅
は
、
教
区
長
の
招
聘
に
よ
る
。
四
国
は
「
由
来
わ
が
四
國
は
、

佛
教
殊
に
真
言
宗
の
盛
な
土
地
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
に
は
困
難
な
と
こ
ろ
」

で
あ
っ
た
た
め
で
あ（
注
７
）る

。
露
風
は
、
四
国
巡
行
の
旅
に
つ
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の

雑
誌
『
小
羊
』（
四
国
高
松
市
）
に
「
四
國
巡
講
記
」
と
し
て
寄
稿
し
た
。
そ

こ
に
は
、「
私
は
其
教
會
其
他
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
狀
勢
と
自
然
と
私
の
旅
行
等

に
於
て
印
象
を
記
さ
う
と
思
ふ
」
と
あ（
注
８
）る
。
一
方
、
文
学
に
関
し
て
は
、「
四

國
で
詩
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
望
む
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
講
演
を
し（
注
９
）た
。
こ

の
二
つ
の
思
い
は
、
講
演
の
多
く
が
「
宗
教
と
文
芸
」
と
い
う
演
題
で
あ
る
こ

と
が
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
人
々
に
伝
え
た
の
が
、
四
国
の

新
聞
記
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
露
風
は
、
こ
の
四
国
巡
講
の
旅
の
印
象
や
作
品
、
四
国
の
新
聞
掲
載
の

記
事
を
、
故
郷
の
兵
庫
県
龍
野
中
学
時
代
の
同
級
生
山
下
郁
三
が
編
集
・
発
行

し
て
い
た
『
山
崎
新
聞
』
に
寄
稿
し
た
。
そ
の
思
い
は
『
山
崎
新
聞
』
に
引
用

さ
れ
て
い
る
四
国
の
新
聞
記
事
が
、
主
に
露
風
が
語
っ
た
文
学
観
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
山
崎
町
や
龍
野
町
の
文
学
の
隆
盛
を
望
ん
で
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
新
聞
記
者
の
見
た
詩
人
と
し
て
の
露
風
像
と
、
そ
の
評
価
に
つ
い
て
考

察
し
た
。
こ
の
大
正
十
五
年
と
い
う
節
目
の
紀
行
文
「
四
國
の
旅
と
自
然
と
」
に

収
め
ら
れ
て
い
る
四
国
で
創
作
し
た
作
品
等
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
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引
用
文
献

　
（
注
１
） 

三
木
露
風
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
五
月
、「
四
國
巡
講
記
」『
小
羊
』、

一
頁

　
（
注
２
） 

一
九
二
七（
昭
和
二
）年
一
月「
三
木
露
風
氏
四
國
教
區
講
演
行
脚
」『
聲
』

第
六
百
十
二
号
、
六
十
八
―
六
十
九
頁

　
（
注
３
） 
一
九
二
七（
昭
和
二
）年
三
月「
徳
島
に
於
け
る
三
木
露
風
氏
の
講
演
」『
聲
』、

第
六
百
十
四
号
、
六
十
九
頁

　
（
注
４
） 

佐
藤
卓
己
、
二
〇
〇
六
年
「
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
の
誕
生
」『
メ
デ
ィ

ア
社
会
』
岩
波
新
書
、
六
十
四
頁

　
（
注
５
） 

注
３
に
同
じ　

　
（
注
６
） 

佐
藤
房
儀
、一
九
八
三
年
六
月
「
三
木
露
風
論
（
承
前
）」『
国
文
学
研
究
』

八
〇
、七
十
七
頁

　
（
注
７
） 

注
３
に
同
じ

　
（
注
８
） 

注
１
に
同
じ

　
（
注
９
） 

三
木
露
風
、
一
九
二
九
（
昭
和
二
）
九
月
二
十
一
日
「
四
國
の
旅
と
自
然

と
〈
十
五
〉」『
山
崎
新
聞
』
六
一
三
号

　　
　
　
付
記

　

本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
八
月
二
十
五
日
に
「
地
方
記
者
た
ち
の
見
た
三
木
露
風
―

四
国
巡
講
の
旅
―
」
と
題
し
て
、
東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会

二
〇
一
九
年
度
国
際
学
会
（
九
州
看
護
福
祉
大
学
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
草
稿

に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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